
二
七

は
じ
め
に

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
と
「
お
菓
子
の
家
」
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
一
五
代
ヘ
ン
ゼ
ル
役
に
扮
し
た
俳
優
が
菓
子
を
作

り
菓
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
「
グ
レ
ー
テ
ル
の
か
ま
ど
」
は
、

二
〇
一
一
年
か
ら
続
く
人
気
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
の
二
〇
年
間
に
、「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
名
を
冠
し
た

ア
メ
リ
カ
映
画
が
複
数
製
作
さ
れ
、
こ
の
う
ち
六
作
品
は
、
日
本
で

劇
場
公
開
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ス
ル
ー
の
形
で
販
売
・
レ
ン
タ
ル
さ
れ
て

い
る（

（
（

。

　

絵
本
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
が
何
種
類
も
出
版
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
各
種
の
菓
子
で
作
ら
れ
た
色
彩
豊
か
な
家
が
描
か
れ

て
い
る
。
桐
生
操
の
『
本
当
は
恐
ろ
し
い
グ
リ
ム
童
話
』（
Ｋ
Ｋ
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
ズ
、
一
九
九
八
年
）
や
、
ハ
ン
ス
・
ト
ラ
ク
ス
ラ
ー
の
『
本

当
に
あ
っ
た
？
グ
リ
ム
童
話
「
お
菓
子
の
家
」
発
掘（

（
（

』（
現
代
書
館
、

二
〇
一
二
年
）
も
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
頃
、
洋
菓
子
職
人
だ
け
で
な
く
芸
能
人
や

学
生
た
ち
が
、
菓
子
を
手
作
り
し
、
ま
た
は
市
販
の
菓
子
を
使
っ
て
、

食
べ
る
こ
と
が
で
き
人
が
出
入
り
で
き
る
大
き
さ
の
家
を
作
り
、
そ

の
様
子
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る（

（
（

。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
輸
入
食
品
取
扱
い
店
で
は
、
国
内
外
製
の
お
菓
子
の
家
手
作
り

キ
ッ
ト
を
多
種
販
売
し（

（
（

、
デ
パ
ー
ト
で
は
、
お
菓
子
の
家
形
の
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ（

（
（

や
、
ケ
ー
キ
の
上
に
ウ
エ
ハ
ー
ス
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

で
作
っ
た
家
を
乗
せ
て
い
る
も
の
を
見
か
け
る（

（
（

。

部
　
矢
　
祥
　
子

グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家

　
　
　
日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷
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こ
の
よ
う
に
、「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
と
「
お
菓
子
の
家
」

は
、
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ど
こ
の
国
の

話
な
の
か
、
こ
の
話
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
い
つ
な
の
か
を
正
し

く
理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。

　

グ
リ
ム
童
話
の
研
究
は
、
一
九
八
六
年
の
グ
リ
ム
兄
弟
生
誕

二
〇
〇
年
記
念
時
と
、
二
〇
一
二
年
の
グ
リ
ム
童
話
誕
生
二
〇
〇
周

年
時
に
進
展
し
た
。
大
学
や
図
書
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
展
覧
会
が

開
か
れ
、
著
書
や
論
文
が
発
表
さ
れ
た（

（
（

。「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

の
研
究
に
お
い
て
も
、
精
神
分
析
的
解
釈
が
な
さ
れ
、
物
語
の
構
造

や
道
徳
観
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
日
本
の
昔
話
と
の
比
較
な
ど
も
行
な

わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
お
菓
子
の
家
の
場
面
に
着
目
し
て
、
こ
の
話
が
初
め
て

翻
訳
さ
れ
て
以
降
、
現
在
ま
で
の
本
文
と
絵
の
変
遷
を
追
っ
た
研
究

は
な
い（

（
（

。
例
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
発
行
の
絵
本（

（
（

を
開
く
と
、
お
菓
子

の
家
の
屋
根
は
ラ
ン
グ
ド
シ
ャ
で
、
入
り
口
は
ね
じ
り
棒
キ
ャ
ン

デ
ィ
、
扉
は
型
抜
き
ク
ッ
キ
ー
と
京
飴
、
窓
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ソ
ー

ス
や
輪
切
り
レ
モ
ン
な
ど
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
の
絵

本（
（（
（

で
は
、
家
は
色
と
り
ど
り
の
ゼ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
や
マ
カ
ロ
ン
、
各

種
（
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
・
型
抜
き
・
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・
ド
レ
ン
チ
ェ
リ
ー
）

の
ク
ッ
キ
ー
で
で
き
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な

家
で
あ
っ
た
は
ず
が
な
い（

（（
（

。

　

で
は
、
こ
れ
ま
で
お
菓
子
の
家
の
場
面
が
ど
う
翻
訳
・
表
現
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
家
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
明
治

時
代
か
ら
現
在
ま
で
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」
の
翻
訳
本
と
絵
本
を
広
く
通
覧
し
、
お
菓
子
の
家
の
表
現
と

変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

か
ら
誕
生
し
た
お
菓
子
の
家
が
、
明
治
以
降
の
日
本
に
お
い
て
、
菓

子
の
発
展
に
伴
っ
て
変
化
し
て
行
く
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
邦
訳
の
変
遷
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
、
原
文

（
ド
イ
ツ
語
）
は
示
さ
な
い
。

一
、
グ
リ
ム
童
話
と
挿
絵

　

グ
リ
ム
童
話
と
は

　

グ
リ
ム
童
話
は
、
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
兄
弟
、
兄
の
ヤ
ー
コ
プ

（
一
七
八
五
―
一
八
六
三
）
と
弟
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
一
七
八
六
―

一
八
五
九
）
が
、
ド
イ
ツ
や
周
辺
諸
国
で
語
り
継
が
れ
て
い
た
昔
話

や
民
話
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

兄
弟
は
、
一
八
〇
六
年
頃
か
ら
話
の
収
集
を
始
め
た
。
彼
ら
が
話

を
聞
き
取
り
、
そ
の
出
版
を
行
な
っ
た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

二
九

悲
境
に
あ
え
い
で
い
た
ド
イ
ツ
国
民
に
、
民
族
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
を
取
り
戻
さ
せ
た
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
八
一
二
年
に
「
子
ど
も
と
家
庭
の
童
話
」
と
題
し
て
第
一
巻
を

出
版
し
、
一
八
一
五
年
に
第
二
巻
を
出
版
し
た
。
話
の
数
は
、
第
一
・

二
巻
の
初
版
時
に
一
五
六
話
。
一
八
五
七
年
の
第
七
版
（
最
終
版
）

で
は
二
一
〇
話
に
増
え
た
。
兄
弟
は
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
版
を
改

め
、
加
筆
し
た
。

　

兄
弟
に
話
を
語
っ
た
の
は
、
大
部
分
が
女
性
だ
っ
た
。
中
で
も
、

カ
ッ
セ
ル
の
ヴ
ィ
ル
ト
と
い
う
薬
屋
の
娘
た
ち
（
姉
の
グ
レ
ー
チ
ヒ
ェ

ン
、
妹
の
ド
ル
ト
ヒ
ェ
ン（

（（
（

）
が
多
く
を
語
っ
た
。
一
八
一
三
年
か
ら

は
、
ド
ロ
ー
テ
・
フ
ィ
ー
マ
ン
（
一
七
五
五
―
一
八
一
五
）
の
協
力

を
得
、
彼
女
が
語
っ
た
話
は
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
た
。

　

グ
リ
ム
童
話
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
本
の
中
で
最
も
多
く
の

言
語
（
一
七
〇
以
上
）
に
翻
訳
さ
れ
、
聖
書
に
次
い
で
広
く
世
界
中

で
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
読
ま
れ
て
い
る
の
は
、
第
七
版

を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
、
こ
の
グ
リ
ム
童
話
の
一
五
番
目

の
話
で
あ
る
。

　

グ
リ
ム
童
話
の
挿
絵

　

グ
リ
ム
童
話
に
は
当
初
、
挿
絵
は
な
か
っ
た
。
初
版
本
（
一
八
一
二

年
の
第
一
巻
と
、
一
五
年
の
第
二
巻
）
に
挿
絵
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

一
八
一
九
年
の
第
二
版
の
一
巻
と
二
巻
の
巻
頭
に
、
グ
リ
ム
兄
弟

の
末
弟
で
画
家
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
一
七
九
〇
―
一
八
六
三
）
に
よ

る
銅
版
画
が
一
枚
ず
つ
入
っ
た
。
一
巻
は
「
兄
と
妹
」（
一
一
番
目
の

話
）
の
絵
、
二
巻
は
フ
ィ
ー
マ
ン
（
話
の
語
り
手
）
の
肖
像
画
で
あ

る
。

　

一
八
二
三
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
ク
ル
ク
シ
ャ
ン
ク
（
一
七
九
二
―

一
八
七
八
）
の
銅
版
画
一
二
枚
を
入
れ
た
『
ド
イ
ツ
民
衆
メ
ル
ヘ
ン
』

（
グ
リ
ム
童
話
の
選
集
）
が
翻
訳
出
版
さ
れ
、
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の

本
に
刺
激
さ
れ
た
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
一
八
二
五
年
に
五
〇
話
を
選
び
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
銅
版
画
七
枚
を
入
れ
た
『
グ
リ
ム
童
話
名
作
選
集
』

を
出
版
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
は
好
評
を
博
し
、

グ
リ
ム
兄
弟
の
著
書
の
う
ち
最
も
広
く
読
ま
れ
た
本
で
あ
る
。

　

一
八
九
三
年
、
グ
リ
ム
童
話
の
全
話
に
挿
絵
が
入
っ
た
。
絵
は
グ

ロ
ー
ト
・
ヨ
ハ
ン
（
一
八
四
一
―
九
二
）。
こ
の
後
、
オ
ッ
ト
ー
・
ウ

ベ
ロ
ー
デ
（
一
八
六
七
―
一
九
二
二
）
も
、
各
話
に
も
れ
な
く
挿
絵

を
描
い
た
。
以
来
、
グ
リ
ム
童
話
の
挿
絵
は
各
国
で
描
か
れ
て
い
る（

（（
（

。
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お
菓
子
の
家
を
描
い
た
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち

　

先
述
の
通
り
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
一
八
二
五
年
に
弟
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
の
銅
版
画
七
枚
を
入
れ
た
『
グ
リ
ム
童
話
名
作
選
集
』（
五
〇
話
の

選
集
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
五
〇
話
に
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

が
選
ば
れ
、
銅
版
画
七
枚
の
う
ち
の
一
枚
は
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」
の
絵
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
最

初
の
挿
絵
で
あ
る
が
、
描
か
れ
た
の
は
お
菓
子
の
家
で
は
な
く
、
ヘ

ン
ゼ
ル
が
家
畜
小
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
面
で
あ
る（

（（
（

。

　

で
は
、
お
菓
子
の
家
は
い
つ
頃
か
ら
描
か
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
に
、
お
菓
子
の
家
を
描
い
た
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
（
一
九
世
紀

生
ま
れ
に
限
定
し
て
）
の
名
前
を
挙
げ
、
こ
の
絵
を
掲
載
し
た
、
比

較
的
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
の
本
を
記
し
て
お
く
。

　
　

１
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ
タ
ー
（
一
八
〇
三
―
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
健
二
『
完
訳
グ
リ
ム
童
話
全
集
１
』

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
館
、
一
九
七
五
年

　
　

２
、
テ
ー
オ
ド
ー
ル
・
ホ
ー
ゼ
マ
ン
（
一
八
〇
七
―
七
五
）

〈
一
八
六
八
年
の
ド
イ
ツ
一
枚
絵
五
三
号
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
泫
『
目
で
見
る
グ
リ
ム
童
話
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　

ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
六
年

　
　

３
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ピ
ー
チ
ュ
（
一
八
二
四
―
一
九
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　

虎
頭
恵
美
子
『
図
説
グ
リ
ム
童
話
』

　
　
　
　
　
　
　
　

河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
五
年

　
　

４
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
（
一
八
五
四
―
一
九
二
一
）

〈
一
八
九
四
年
の
絵
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

�

鈴
木
晶
『
グ
リ
ム
童
話
―
メ
ル
ヘ
ン
の
深
層
』

講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
一
年

　
　

５
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
ラ
イ
ド
ル
フ（

（（
（

（
一
八
六
三
―
一
九
五
六
）

〈
一
九
〇
三
年
の
絵
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原
高
志
・
吉
原
素
子
『
初
版
グ
リ
ム
童
話
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　

白
水
社
、
一
九
九
八
年

　
　

６
、
オ
ッ
ト
ー
・
ウ
ベ
ロ
ー
デ
（
一
八
六
七
―
一
九
二
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　

�

小
沢
俊
夫
『
オ
ッ
ト
ー
・
ウ
ベ
ロ
ー
デ　

グ
リ

ム
童
話
全
挿
絵
集
』
古
今
社
、
二
〇
〇
二
年

　

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
お
菓
子
の
家
を
描
い
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
の
絵
は
、
日
本
人
が
描
い
た
絵
と
の
違
い
を
知

る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
。
後
述
す
る
が
、
日
本
で
初
め
て
お
菓

子
で
で
き
た
家
を
描
い
た
の
は
、
管
見
で
は
岡
本
帰
一
で
、
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

三
一

二
、
翻
訳
さ
れ
た
グ
リ
ム
童
話
と

　
　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の

　
　

お
菓
子
の
家

　

翻
訳
さ
れ
た
グ
リ
ム
童
話

　

グ
リ
ム
童
話
が
日
本
で
翻
訳
さ
れ
始
め
た
の
は
明
治
時
代
で
あ
る
。

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
松
山
棟
庵
が
「
く
ぎ
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ

一
八
四
）、
一
九
年
に
タ
カ
ヤ
マ
キ
ン
イ
チ
ロ
ウ
が
「
牧
童
」（
Ｋ
Ｈ

Ｍ
一
五
二
）
を
翻
訳
し
、
二
〇
年
に
桐
南
居
士
（
菅
了
法
）
が
「
灰

か
ぶ
り
」（
シ
ン
デ
レ
ラ
）
な
ど
一
一
話
を
、
呉
文
聡
が
「
狼
と
七
匹

の
小
山
羊
」
を
翻
訳
し
た
。
こ
の
後
、
次
々
に
翻
訳
さ
れ
て
ゆ
く（

（（
（

。

　

大
正
時
代
に
入
り
、
中
島
孤
島
の
『
グ
リ
ム
お
伽
話
』
と
『
続
グ

リ
ム
お
伽
話
』（
と
も
に
大
正
一
三
年
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
抄
出
本

で
あ
る
。
初
め
て
全
訳
を
行
な
っ
た
の
は
金
田
鬼
一
で
あ
る
。
大
正

一
三
年
か
ら
昭
和
二
年
に
『
世
界
童
話
大
系
』（
第
二
・
三
巻
、
独
逸

編
、
グ
リ
ム
童
話
集
）
に
収
め
ら
れ
出
版
さ
れ
た
。

　

後
述
す
る
が
、「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
が
初
め
て
翻
訳
さ
れ

た
の
は
、
明
治
三
五
年
で
あ
る
。

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
ス
ト
ー
リ
ー

　

ス
ト
ー
リ
ー
の
概
略
を
、
グ
リ
ム
童
話
の
第
七
版
に
拠
っ
て
記
し

て
お
こ
う
。

　
　

�　

飢
饉
で
食
べ
物
が
な
く
な
っ
た
木
こ
り
夫
婦
は
、
子
ど
も
（
兄

の
ヘ
ン
ゼ
ル
と
、
妹
の
グ
レ
ー
テ
ル
）
を
捨
て
よ
う
と
森
に
置

き
去
り
に
し
た
。
兄
妹
は
、
一
度
は
ヘ
ン
ゼ
ル
の
機
転
（
小
石

を
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
て
お
き
、
来
た
道
に
落
と
し
て
置
く
）

で
家
に
帰
り
つ
く
が
、
二
度
目
（
パ
ン
を
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
砕

き
、
ひ
と
か
け
ら
ず
つ
来
た
道
に
落
と
し
て
置
い
た
が
、
そ
れ

は
小
鳥
に
啄
ま
れ
て
し
ま
っ
た
）
は
失
敗
し
た
。

　
　

�　

兄
妹
は
空
腹
の
ま
ま
森
の
中
を
さ
ま
よ
い
歩
き
、
パ
ン
で
で

き
た
家
を
見
つ
け
る
。
し
か
し
そ
の
家
は
、
子
ど
も
を
殺
し
て

煮
て
食
べ
る
魔
女
の
家
だ
っ
た
。

　
　

�　

ヘ
ン
ゼ
ル
は
家
畜
小
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
グ
レ
ー
テ
ル
は

魔
女
に
従
い
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
グ
レ
ー
テ

ル
の
機
転
（
魔
女
を
パ
ン
焼
き
窯
に
押
し
入
れ
、
焼
き
殺
し
て

し
ま
う
）
で
、
兄
妹
は
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
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三
二

　

兄
妹
が
森
の
中
で
見
つ
け
た
家
は
何
と
表
現
さ
れ
て
い
る
か

　

兄
妹
が
森
の
中
で
見
つ
け
た
家
は
、
グ
リ
ム
童
話
の
初
版
以
前
、

初
版
、
第
二
版
、
第
七
版
で
何
と
表
現
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
こ
れ
を
、
日
本
の
翻
訳
本（

（（
（

（
以
下
で
は
、
グ
リ
ム
本
と
略
称
す
る
）

に
拠
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
現
の
違
い
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

表
で
示
そ
う
。

　

グ
リ
ム
本
で
は
、
家
の
大
き
さ
と
、
家
が
何
で
作
ら
れ
て
い
る
の

か
を
語
っ
て
い
る
。
家
は
小
さ
く
、
パ
ン
で
作
ら
れ
て
い
て
、
屋
根

は
ケ
ー
キ
（
第
七
版
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
で
葺
か
れ
、
窓
は
砂
糖
（
白

い
）
で
で
き
て
い
た
、
と
あ
る
。
屋
根
の
材
が
、
第
七
版
の
翻
訳
で

異
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い（

（（
（

。
な
お
、
グ
リ
ム
本
で
は

「
お
菓
子
の
家
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。

三
、
明
治
時
代
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

　
　

お
菓
子
の
家
の
翻
訳
・
表
現
、
挿
絵

　

初
め
て
の
翻
訳
本
と
、
明
治
時
代
の
翻
訳
本

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
が
日
本
で
初
め
て
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、

明
治
時
代
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
翻
訳
、
そ
の
年
・
月
、
題
名
、
訳

者
名
、
掲
載
誌
名
・
書
名
ま
た
は
出
版
社
名
を
記
す（

（（
（

。

　

①
明
治
三
五
年
一
〇
月　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
エ
テ
ル
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
君　
　
　
　

万
年
艸

　

②
明
治
三
五
年
一
二
月　

深
い
深
い
森
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
天
風　
　

女
鑑

　

③
明
治
四
一
年
八
月　
　

鬼
婆
退
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
影
生　
　
　

家
庭
雑
誌

　

④
明
治
四
二
年
三
月　
　

兄
と
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
繁
太
郎
・
権
田
保
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
独
逸
文
学
叢
書
』
第
二
編
、
有
朋
堂
書
店

　

⑤
明
治
四
三
年
一
二
月　

兄
と
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

柴
田
流
星
『
お
伽
草
紙
日
曜
学
校
話
材
』

第
七
版

第
二
版

初
版

初
版
以
前

版

表
1

小
さ
な
家

小
さ
な
小
屋

小
さ
な
家

小
さ
な
家

家

パ
ン
で
作
ら
れ

て
い
る

家
ご
と
パ
ン
で

で
き
て
い
る

ま
る
ご
と
パ
ン

で
で
き
て
い
る

パ
ン
で
作
ら
れ

て
い
る

家
の
様
子

ビ
ス
ケ
ッ
ト
で

ふ
い
て
あ
る

ケ
ー
キ
で
ふ
か

れ
て
い
る

ケ
ー
キ
で
葺
か

れ
て
い
た

ケ
ー
キ
で
葺
か

れ
て
い
る

屋
根

砂
糖
で
で
き
て

い
た

白
い
さ
と
う
で

で
き
て
い
た

白
い
砂
糖
で
作

ら
れ
て
い
た

砂
糖
で
で
き
て

い
た

窓



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

三
三

第
四
編
、
教
文
館

　

⑥
明
治
四
四
年
二
月　
　

�

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル　

日
野
蕨
村

『
家
庭
講
話
ド
イ
ツ
お
伽
噺
』
岡
村
書
店

　

初
め
て
の
翻
訳
者
は
山
君
で
、
明
治
三
五
年
に
文
芸
誌
『
万
年
艸
』

一
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
山
君
は
森
鴎
外
の
長
男
・
森
於
菟
（
一
八
九
〇

―
一
九
六
七
）
で
あ
る
。
こ
の
時
、
於
菟
は
一
二
歳
。
父
か
ら
ド
イ

ツ
語
を
教
わ
っ
て
お
り
、
グ
リ
ム
童
話
を
訳
す
こ
と
を
薦
め
ら
れ
て

い
た
。『
万
年
艸
』
は
、
鴎
外
が
中
心
に
な
っ
て
こ
の
年
創
刊
し
た
が
、

鴎
外
の
日
露
戦
争
従
軍
に
よ
っ
て
二
年
後
に
終
刊
と
な
っ
た
。

　

明
治
四
一
年
か
ら
は
毎
年
一
種
の
翻
訳
が
確
認
で
き
、
こ
の
話
が
日

本
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
後
期
か
ら
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
た
だ
し
題
名
は
、「
深
い
深
い
森
の
中
」
②
、「
鬼
婆
退
治
」
③
、

「
兄
と
妹
」
④
⑤
と
あ
り
、
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
題
名
に
は
、
翻

訳
者
が
話
の
主
題
を
ど
こ
に
置
い
て
い
た
か
が
表
わ
れ
て
い
る
。
②
は

二
人
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
森
、
③
は
子
ど
も
を
食
い
殺
す
鬼
婆
、
④

⑤
は
兄
妹
の
行
動
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

兄
妹
の
名
前
も
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
①
は
グ
レ
エ
テ
ル
、
④
⑤
は

兄
と
妹
と
あ
り
、
②
の
文
中
で
は
グ
レ
ッ
テ
ル
、
③
の
文
中
で
は
ハ

ン
ゼ
ル
、
グ
リ
テ
ル
・
グ
リ
デ
ル
・
グ
レ
デ
ル
・
ク
リ
デ
ル
と
あ
る
。

大
正
時
代
に
入
っ
て
も
同
様
で
、
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
の
名
で

定
着
す
る
の
は
昭
和
の
中
頃
で
あ
る（

（（
（

。

　

明
治
時
代
の
お
菓
子
の
家
、
翻
訳
・
表
現

　

明
治
時
代
の
翻
訳
者
た
ち
は
、
兄
妹
が
森
の
中
で
見
つ
け
た
家
を
、

何
と
翻
訳
し
た
だ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
初
版
以

前
か
ら
第
七
版
の
翻
訳
（
以
下
で
は
、
グ
リ
ム
本
と
略
称
す
る
）
と

の
違
い
を
念
頭
に
置
い
て
、
明
治
時
代
の
①
～
⑥
の
本
文（

（（
（

を
見
て
み

よ
う
。
表
現
の
違
い
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
表
で
示
そ
う
。

⑥�
Ｍ44

⑤�
Ｍ43

④�
Ｍ42

③
Ｍ41

②�
Ｍ35

①�
Ｍ35

番
号
・
年

表
2

一
軒
の
家

一
軒
の
美
し

い
家

一
軒
の
小
家

小
さ
い
家

一
軒
の
見
慣

れ
な
い
家

小
さ
い
美
し

い
家

家

パ
ン
で
建
て
て
あ
る

パ
ン
と
有
平
糖
と
氷
砂
糖

と
で
つ
く
ら
れ
て
い
る

麺
麭
で
出
来
て
い
て
菓
子

で
蔽
わ
れ
て
い
る

お
い
し
い
パ
ン
や
菓
子
で

こ
し
ら
え
て
い
る

す
っ
か
り
パ
ン
で
建
て
ら

れ
て
い
る

麪
包
で
築
き
上
げ
て
あ
る

家
の
様
子

パ
ン
屑
で
葺

い
て
あ
る

乾
酪

菓
子
で
葺
い

て
あ
る 屋

根

三
本
白
で
こ
し

ら
え
て
あ
る

輝
け
る
砂
糖
か

ら
で
き
て
い
る

氷
砂
糖

綺
麗
な
砂
糖
か

ら
出
来
て
い
る

硝
子
窓
に
は
氷

砂
糖
が
嵌
め
て

あ
っ
た 窓

1
挿
絵
番
号
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三
四

　

グ
リ
ム
本
で
は
、
家
は
パ
ン
で
作
ら
れ
た
小
さ
な
家
で
、
屋
根
は

ケ
ー
キ
葺
き
、
窓
は
砂
糖
で
で
き
て
い
る
、
と
あ
っ
た
。

　

明
治
時
代
に
は
、
パ
ン
で
作
ら
れ
た
家
を
、
美
し
い
家
、
見
慣
れ

な
い
家
、
と
す
る
も
の
が
あ
る
①
②
⑤
。
屋
根
は
菓
子
、
乾
酪
、
パ

ン
屑
。
窓
は
奇
麗
な
・
輝
け
る
砂
糖
、
氷
砂
糖
、
三
本
白
で
で
き
て

い
る
と
す
る
。
①
の
「
硝
子
窓
に
は
氷
砂
糖
が
嵌
め
て
あ
っ
た
」
と

い
う
表
現
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

グ
リ
ム
本
で
は
、
家
の
材
に
、
パ
ン
、
ケ
ー
キ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、

砂
糖
を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
時
代
の
翻
訳
で
は
、
パ

ン
、
パ
ン
屑
、
菓
子
、
乾
酪
、
有
平
糖
、
氷
砂
糖
、
砂
糖
、
三
本
白

が
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
パ
ン
屑
、
菓
子
、
乾
酪
、
有
平
糖
、
氷
砂

糖
、
三
本
白
は
、
グ
リ
ム
本
に
は
な
い
明
治
時
代
特
有
の
翻
訳
で
あ

る
。
特
に
、「
菓
子
」
と
「
氷
砂
糖
」
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

②
の
乾か

ん

酪ら
く

と
は
、
チ
ー
ズ
の
こ
と
。
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、

仮
名
垣
魯
文
『
安
愚
楽
鍋
』
の
挿
絵
に
、
乳
製
品
を
販
売
す
る
店
・

日
の
出
が
描
か
れ
、
そ
の
暖
簾
に
「
乾
酪
チ
ー
ズ
」
と
あ
る
。
日
本

で
は
明
治
八
年
に
、
初
め
て
北
海
道
の
開
拓
庁
勧
業
試
験
場
で
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
チ
ー
ズ
が
作
ら
れ
、
三
三
年
か
ら
函
館
の
ト
ラ
ピ
ス

ト
修
道
院
で
も
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
格
的
に
作
ら
れ
る
の
は
昭

和
八
年
以
降
で
、
昭
和
初
期
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
品
で
あ
っ
た（

（（
（

。

②
の
翻
訳
は
明
治
三
五
年
。
明
治
の
人
々
は
乾
酪
を
、
異
国
の
食
べ

物
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
だ
ろ
う
。
乾
酪
で
「
見
慣
れ
な
い
家
」
を
表
現

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑤
の
有あ

り

平へ
い

糖と
う

は
、
砂
糖
に
水
飴
を
少
々
加
え
て
煮
詰
め
た
飴
の
こ

と
。
江
戸
時
代
初
期
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
来
し
た
砂
糖
菓
子
だ
が
、

明
治
時
代
に
は
日
本
で
彩
り
や
形
が
様
々
な
有
平
糖
が
作
ら
れ
て
い

た
。
⑤
は
、「
美
し
い
家
」
を
表
わ
す
た
め
、
あ
え
て
有
平
糖
を
持
ち

出
し
て
意
訳
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
本
は
、
日
曜
学
校
の

話
材
本
で
あ
る
。
有
平
糖
は
、
話
材
の
た
め
の
脚
色
で
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

　

⑥
の
三
本
白
と
は
、
三さ

ん

盆ぼ
ん

白じ
ろ

の
こ
と
。
四
国
地
方
で
作
ら
れ
、
和

三
盆
や
和
白
と
も
称
さ
れ
る
白
砂
糖
の
こ
と
で
あ
る
。
砂
糖
に
つ
い

て
は
、
次
章
で
考
察
す
る
。

　

さ
て
、
明
治
時
代
の
人
々
は
、
パ
ン
で
で
き
た
家
を
ど
う
理
解
し

た
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
の
主
作
物
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
が
本
格
的

に
始
ま
る
一
八
世
紀
末
以
前
は
ラ
イ
麦
や
小
麦
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
主
食
は
パ
ン
で
、
家
庭
の
パ
ン
焼
き
窯
で
焼
く
の
が
日
常
で
あ
っ

た（
（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
パ
ン
が
米
に
次
ぐ
主
食
と
し
て
全

国
的
に
広
ま
り
定
着
す
る
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
小
麦
を
輸



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

三
五

入
し
て
小
学
校
の
給
食
で
パ
ン
を
普
及
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
パ
ン
の
歴
史
を
調
べ
る
と
、
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年

に
伊
豆
韮
山
で
代
官
の
江
川
英
龍
が
初
め
て
作
っ
た
が
、
こ
の
パ
ン

は
、
現
在
の
乾
パ
ン
の
よ
う
な
水
分
が
少
な
い
硬
パ
ン
で
、
戦
争
に

備
え
た
兵
糧
で
あ
っ
た
。

　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
、
日
本
で
初
め
て
食
パ
ン
が
焼
か
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
人
の
パ
ン
職
人
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
ー
ク
が
横
浜
に
「
ヨ
コ

ハ
マ
ベ
ー
カ
リ
ー
」
を
創
業
し
、
横
浜
に
居
留
す
る
外
国
人
向
け
に

山
形
食
パ
ン
を
焼
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）

年
に
打
木
彦
太
郎
（
一
四
歳
）
が
こ
の
店
の
見
習
工
と
な
り
、
一
〇

年
後
に
「
横
浜
ベ
ー
カ
リ
ー
宇
千
喜
商
店
」
を
創
業
し
た
が
、
当
初

は
日
本
人
に
パ
ン
が
売
れ
ず
商
売
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

　

あ
ん
パ
ン
が
誕
生
し
た
の
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
。
木
村
安

兵
衛
が
銀
座
に
木
村
屋
を
創
業
し
、
翌
年
、
明
治
天
皇
に
酒
種
を
使
っ

た
「
桜
あ
ん
ぱ
ん
」
を
献
上
し
た
。
ジ
ャ
ム
パ
ン
の
誕
生
は
三
三
年
。

三
代
目
儀
四
郎
が
、
ア
ン
ズ
ジ
ャ
ム
入
り
の
パ
ン
を
作
り
評
判
を
得

た
。
木
村
屋
は
、
二
六
年
に
静
岡
・
新
潟
・
金
沢
に
直
営
店
を
開
き
、

三
六
年
に
は
大
阪
に
も
進
出
し
た（

（（
（

。
ク
リ
ー
ム
パ
ン
は
、
三
七
年
に

相
馬
愛
蔵
（
新
宿
中
村
屋
の
創
業
者
）
が
初
め
て
作
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
日
本
で
は
パ
ン
の
歴
史
は
浅
く
、
人
々

に
は
パ
ン
で
で
き
た
家
は
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
三
五
年
の
②
「
見
慣
れ
な
い
家
」
に
表
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
四
一
年
の
③
に
な
る
と
、「
家
は
お
い
し
い
パ
ン
や
菓
子
で

こ
し
ら
え
て
い
る
」
と
あ
り
、「
お
い
し
い
」
と
い
う
表
現
が
現
わ
れ

る
。
明
治
後
期
に
は
、
ジ
ャ
ム
パ
ン
や
ク
リ
ー
ム
パ
ン
が
評
判
に
な
っ

て
い
る
。
パ
ン
や
菓
子
で
で
き
た
家
は
架
空
の
家
で
あ
る
が
、
当
時

の
読
者
は
こ
の
家
に
、
お
い
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
推
察
で
き
る
。

　

お
菓
子
の
家
の
挿
絵
―
明
治
時
代
―

　

日
本
で
初
め
て
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家
の

場
面
が
描
か
れ
た
の
は
、
管
見
で
は
明
治
四
四
年
。
次
に
挙
げ
た
挿

絵
が
初
出
で
あ
る
。
た
だ
し
家
は
、
お
菓
子
で
で
き
て
は
い
な
い
。

　

一
頁
を
使
用
し

て
絵
を
掲
載
し
、

次
頁
で
「
赤
い
目

を
し
た
、
か
じ
か

ん
だ
や
う
な
老お

ば
あ婆

さ
ん
が
杖
を
つ
ひ

て
出
て
来
ま
し
た
。

【挿絵１】⑥明治 44 年、日
野蕨村『家庭講和ドイツお
伽噺』岡村書店
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第
六
十
八
輯

三
六

二
人
は
、
一
目
見
て
、
び
つ
く
ら
し
て
、
手
の
も
の
を
す
つ
く
り
落

し
ま
し
た
」
と
、
絵
の
説
明
を
す
る
。
本
文
に
は
、「
家
は
パ
ン
で
建

て
て
あ
っ
て
、
パ
ン
屑
で
家や

根ね

が
葺
い
て
あ
り
ま
し
た
。
窓
は
、
三

本
白
で
作こ

し

ら
え
て
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
絵
は
、
パ
ン
で
建
て
た
家
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
か
、

木
造
の
家
を
描
い
て
い
る
。
老
婆
（
魔
女
）
は
杖
を
つ
き
、
エ
プ
ロ

ン
姿
。
ヘ
ン
ゼ
ル
は
王
子
風
の
装
い
。
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
用
い
ら

れ
た
ジ
ャ
ボ
（
襞
付
き
の
胸
飾
り
）
を
着
け
て
い
る
。
こ
れ
を
着
け

た
時
の
ボ
ト
ム
ス
は
半
ズ
ボ
ン
で
、
靴
は
パ
ン
プ
ス
、
靴
下
は
絹
製

の
白
い
ハ
イ
ソ
ッ
ク
ス
。
グ
レ
ー
テ
ル
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
用

い
ら
れ
た
ケ
ー
プ
マ
ン
ト
を
頭
か
ら
羽
織
っ
て
い
る
。
兄
妹
は
貴
族

的
に
描
か
れ
、
妹
の
グ
レ
ー
テ
ル
の
方
が
年
上
に
見
え
る
。

四
、
大
正
時
代
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

　
　

お
菓
子
の
家
の
翻
訳
・
表
現
、
挿
絵

　

大
正
時
代
の
翻
訳
本

　

大
正
時
代
の
翻
訳
に
以
下
の
も
の
が
あ
る（

（（
（

。
題
名
は
、
⑤
「
林
へ

子
を
捨
て
に
」、
⑦
「
森
の
家
」
と
あ
る
。
グ
レ
ー
テ
ル
の
名
は
、
④

は
グ
レ
テ
ル
、
⑤
の
文
中
で
も
グ
レ
テ
ル
と
あ
る
。
な
お
①
④
⑤
は
、

お
菓
子
の
家
を
描
い
て
い
る
。
絵
は
、
お
菓
子
の
家
を
視
覚
的
に
知

り
得
る
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
お
菓
子
の
家
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

①
大
正
三
年　
　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

小
笠
原
昌
斎
『
グ
リ
ム
お
伽
噺
講
義
』
上
巻

精
華
書
院

　

②
大
正
三
年　
　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

田
中
楳
吉
『
グ
リ
ン
ム
の
童
話
』

独
和
対
訳
独
逸
国
民
文
庫
、
南
山
堂
書
店

　

③
大
正
三
年　
　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

年
岡
長
汀
『
独
和
対
訳
グ
リ
ム
十
五
童
話
』

南
江
堂
書
店

　

④
大
正
五
年　
　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
テ
ル

中
島
孤
島
「
グ
リ
ム
御
伽
噺
」
富
山
房

　

⑤
大
正
一
〇
年　

林
へ
子
を
捨
て
に

三
宅
房
子
『
金
の
船
』
キ
ン
ノ
ツ
ノ
社

　

⑥
大
正
一
三
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

金
田
鬼
一
『
世
界
童
話
大
系
』
第
二
巻
独
逸
篇

　

世
界
童
話
大
系
刊
行
会



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

三
七

　

⑦
大
正
一
四
年　

森
の
家

馬
場
直
美
『
通
俗
泰
西
文
芸
名
作
集
』
帝
国
講
学
会

　

大
正
時
代
の
お
菓
子
の
家
、
翻
訳
・
表
現

　

大
正
時
代
の
翻
訳
者
た
ち
は
、
兄
妹
が
森
の
中
で
見
つ
け
た
家
を
、

何
と
翻
訳
し
た
だ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
グ
リ
ム
本
の
翻
訳
と
、
明

治
時
代
の
翻
訳
を
念
頭
に
置
い
て
、
大
正
時
代
の
本
文（

（（
（

を
見
て
み
よ

う
。
表
現
の
違
い
や
変
化
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
表
で
示
そ
う
。

　

グ
リ
ム
本
の
「
小
さ
な
家
」
は
、
大
正
時
代
に
な
る
と
、
一
軒
の

家
・
小
屋
、
可
愛
ら
し
い
家
、
き
れ
い
な
家
へ
と
変
化
す
る
。
屋
根

も
、
グ
リ
ム
本
の
「
ケ
ー
キ
葺
き
」、
明
治
時
代
の
乾
酪
・
パ
ン
屑
葺

き
か
ら
、
お
菓
子
葺
き
に
変
わ
る
。
⑦
の
、
家
全
体
が
「
お
菓
子
で

出
来
て
い
る
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

窓
は
、
グ
リ
ム
本
で
は
白
い
砂
糖
だ
が
、
明
治
時
代
に
「
白
い
」

と
い
う
表
現
は
消
え
、
大
正
時
代
は
、
白
い
・
真
っ
白
な
・
透
明
な

砂
糖
と
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
明
治
時
代
に
、
窓
は
氷
砂
糖
で
で
き
て

い
る
③
、
硝
子
窓
に
氷
砂
糖
を
嵌
め
て
い
る
①
、
大
正
時
代
に
、
窓

ガ
ラ
ス
は
透
明
な
・
す
き
通
る
氷
砂
糖
で
で
き
て
い
る
④
⑤
と
あ
り
、

グ
リ
ム
本
に
は
な
い
「
氷
砂
糖
」
が
登
場
し
、
窓
の
作
り
が
詳
し
く

表
現
さ
れ
る
。

　

で
は
な
ぜ
明
治
時
代
以
降
、
家
の
材
に
グ
リ
ム
本
に
は
な
い
「
氷

砂
糖
」
が
登
場
し
、
窓
に
氷
砂
糖
を
嵌
め
て
い
る
と
表
現
さ
れ
、
大

正
時
代
に
砂
糖
と
氷
砂
糖
に
白
さ
と
透
明
さ
の
表
現
が
加
わ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
は
、
日
本
の
砂
糖
産
業
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
砂
糖
産
業
を
調
べ
る
と（

（（
（

、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
、
幕
府

は
砂
糖
の
輸
入
制
限
を
行
な
い
、
国
産
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
全

⑦�
T14

⑥�
T13

⑤�
T10

④�
T5

③
T3

②�
T3

①�
T3

番
号
・
年

表
3

小
さ
な
き
れ

い
な
家

小
さ
な
家　

か
わ
い
ら
し

い
家

一
軒
の
小
屋

一
軒
の
小
屋

小
さ
い
家

可
愛
ら
し
い

小
さ
な
家

一
軒
の
家

家

ま
ア
驚
い
た
、
み
ん
な
お

菓
子
で
出
来
て
い
る

パ
ン
で
こ
し
ら
え
て
あ
る

不
思
議
に
も
パ
ン
で
出
来

て
い
る

残
ら
ず
麺
麭
で
出
来
て
い

る パ
ン
で
建
て
て
あ
る

パ
ン
で
建
て
ら
れ
て
い
る

パ
ン
で
出
来
て
い
る

家
の
様
子

菓
子
パ
ン

お
菓
子

お
菓
子
で
葺

い
て
あ
る

菓
子
で
葺
か

れ
て
い
る

菓
子
で
葺
い

て
あ
る

お
菓
子
で
葺

か
れ
て
あ
る

お
菓
子
で
葺

い
て
あ
る

屋
根

真
白
な
砂
糖

白
砂
糖

窓
硝
子
は
す
き

通
る
氷
砂
糖

窓
玻
璃
は
透
明

な
氷
砂
糖

透
明
な
砂
糖

真
白
な
砂
糖

白
い
砂
糖 窓

4 3 2
挿
絵
番
号
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第
六
十
八
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三
八

国
的
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
作
付
け
を
奨
励
し
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
は

気
候
温
暖
な
西
南
日
本
の
地
域
で
「
和
糖
業
」
と
し
て
広
ま
り
、

一
七
九
八
年
に
は
讃
岐
の
砂
糖
（
和
三
盆
）
が
登
場
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
時
代
に
入
り
鎖
国
制
度
が
解
か
れ
る
と
、
外
国
か

ら
安
価
な
砂
糖
が
輸
入
さ
れ
て
国
内
の
砂
糖
は
打
撃
を
受
け
、
奄
美
・

沖
縄
の
黒
砂
糖
を
除
く
和
糖
業
は
壊
滅
し
た
。
け
れ
ど
も
明
治
二
八

（
一
八
九
五
）
年
、
日
清
戦
争
で
勝
利
し
た
日
本
は
台
湾
を
統
治
し
、

台
湾
で
大
規
模
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
行
な
い
、
製
糖
工
場
（
近
代

的
分
蜜
粗
糖
工
場
）
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
日
本
に
は
粗
糖
を
精
製

す
る
精
製
工
場
が
建
設
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
昭
和
一
六

（
一
九
四
一
）
年
ま
で
、
砂
糖
の
生
産
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
の
で
あ

る
。

　

①
②
⑥
⑦
に
、
窓
は
白
い
・
真
っ
白
な
砂
糖
で
で
き
て
い
る
、
③

に
透
明
な
砂
糖
で
で
き
て
い
る
と
あ
る
。
こ
の
砂
糖
は
、
上

じ
ょ
う

白は
く

糖と
う

の

イ
メ
ー
ジ
で
理
解
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
大
正
時
代
の

人
々
に
と
っ
て
、
砂
糖
と
い
え
ば
上
白
糖
（
白
砂
糖
）
で
あ
り
、
こ

れ
は
日
本
独
自
の
砂
糖
で
あ
る
。
褐
色
の
原
料
糖
を
工
場
で
加
熱
・

濾
過
を
く
り
返
し
、
不
純
物
を
取
り
除
く
と
透
明
な
砂
糖
が
で
き
る
。

細
か
い
透
明
の
結
晶
の
集
ま
り
は
、
光
の
加
減
で
白
く
見
え
る
こ
と

か
ら
上
白
糖
と
呼
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
窓
に
氷
砂
糖
を
嵌
め
て
い
る
表
現
の
背
景
に
は
、
氷
砂
糖

と
ガ
ラ
ス
の
歴
史
が
関
与
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
氷
砂
糖
が
日
本
で
作

ら
れ
始
め
た
の
は
寛
政
年
間
以
降
で
、
生
産
が
本
格
化
す
る
の
は
明

治
時
代
で
あ
る
。
明
治
一
六
年
に
静
岡
県
の
鈴
木
藤
三
郎
が
氷
砂
糖

製
造
法
を
確
立
。
二
八
年
に
福
井
浅
吉
が
氷
砂
糖
の
製
造
販
売
業
「
中

日
本
氷
糖
」
を
創
業
し
た
。
大
正
時
代
に
は
、
品
質
が
良
く
白
い
も

の
、
氷
の
よ
う
に
き
れ
い
な
結
晶
の
も
の
が
作
ら
れ
始
め
、
大
正

一
〇
年
の
月
間
生
産
量
は
三
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ム
本
に
は
見

ら
れ
ず
、
明
治
・
大
正
時
代
の
翻
訳
に
現
わ
れ
る
氷
砂
糖
は
、
当
時

の
日
本
の
砂
糖
産
業
を
投
影
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
、
日
本
で
ガ
ラ
ス
製
の
窓
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

明
治
時
代
以
降
で
あ
る
。
板
ガ
ラ
ス
の
製
造
方
法
は
「
手
吹
き
円
筒

法
」
で
、
日
本
の
職
人
に
は
難
し
く
外
国
の
職
人
が
製
造
し
て
い
た

が
、
明
治
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
本
人
の
手
で
生
産
さ
れ
始
め
た
。

翻
訳
に
窓
ガ
ラ
ス
が
現
わ
れ
る
の
は
、
明
治
三
五
年
の
①
、
大
正
五

年
の
④
、
一
〇
年
の
⑤
で
、
ガ
ラ
ス
の
生
産
が
本
格
化
す
る
時
期
と

合
致
す
る
。
た
だ
し
、
ガ
ラ
ス
は
高
価
で
、
財
力
の
あ
る
家
で
な
け

れ
ば
購
入
で
き
ず
、
一
般
家
庭
で
窓
全
体
に
板
ガ
ラ
ス
を
嵌
め
こ
ん

で
使
用
す
る
状
況
は
、
昭
和
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（（
（

。



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

三
九

　

お
菓
子
の
家
の
挿
絵
―
大
正
時
代
―

　

①
の
本
文
に
「
家
は
パ
ン
で
出
来
て
い
て
、
屋
根
は
お
菓
子
で
葺

い
て
あ
り
ま
す
し
、
窓
は
白
い
砂
糖
で
出
来
て
い
ま
し
た
」
と
あ
る
。

　

挿
絵
２
は
、
ド
イ
ツ
の

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ

タ
ー 

（
一
八
〇
三
―
八
四
）

が
描
い
た
絵
を
用
い
て
い

る
。
屋
根
は
、
右
側
が
石

置
屋
根
風
に
描
か
れ
、
上

に
丸
い
パ
ン
の
よ
う
な
物

を
八
個
乗
せ
て
い
る
。
煙

突
は
ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト
。
そ

の
蓋
が
開
い
て
湯
気
が
出
て
い
る
。

　

④
の
絵
は
岡
本
帰
一
（
一
八
八
八
―
一
九
三
〇
）。
管
見
で
は
こ
れ

が
、
日
本
で
描
か
れ

た
、
お
菓
子
で
で
き

た
家
の
初
出
で
あ

る
。
本
文
に
「
小
屋

は
残
ら
ず
麺ぱ

麭ん

で

出
来
て
い
て
、
家や

根ね

は
菓
子
で
葺
か
れ
、
窓
玻ガ
ラ
ス璃
は
透
明
な
氷
砂
糖
で
し
た
」
と
あ
る
。

屋
根
は
、
古
く
か
ら
ド
イ
ツ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
で
使
用
さ
れ
て

い
る
ス
レ
ー
ト
屋
根
（
天
然
ス
レ
ー
ト
）
風
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

ヘ
ン
ゼ
ル
は
、
菓
子
で
で
き
た
屋
根
に
右
手
を
伸
ば
し
欠
い
て
い

る
。
左
手
に
一
か
け
ら
持
っ
て
い
る
。

　

窓
に
透
明
な
丸
い
ガ
ラ
ス
（
氷
砂
糖
）
が
一
五
枚
嵌
っ
て
お
り
、

向
か
っ
て
右
側
二
列
目
の
下
の
一
枚
が
欠
損
し
て
い
る
。
そ
れ
を
今
、

グ
レ
ー
テ
ル
が
食
べ
て
い
る
。
老
女
が
戸
を
開
け
顔
を
覗
か
せ
て
い

る
。

　

⑤
の
本
文
に

「
小
屋
は
不
思
議
に

も
パ
ン
で
出
来
て

い
て
、
屋
根
は
お

菓
子
で
葺
い
て
あ

り
、
窓
硝
子
は
す

き
通
る
氷
砂
糖
」
と
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
ン
ゼ
ル
は
、
飛
び
上
が
っ
て

屋
根
を
少
し
欠
い
て
食
べ
、
グ
レ
ー
テ
ル
は
、
窓
の
所
へ
行
き
ガ
ラ

ス
を
千
切
っ
て
食
べ
た
、
と
あ
る
。

　

挿
絵
４
に
描
か
れ
た
、
三
角
屋
根
の
お
菓
子
は
何
だ
ろ
う
か
。
窓

は
描
か
れ
て
い
な
い
。

【挿絵２】①大正 3 年、小笠原昌斎
『グリムお伽噺講義上巻』精華書院

【 挿 絵 ４】 ⑤ 大 正 10 年、
三宅房子『金の船』キンノ
ツノ社

【挿絵３】④大正 5 年、
中島孤島『グリム御伽
噺』富山房
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八
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四
〇

五
、
昭
和
時
代
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

　
　

お
菓
子
の
家
の
翻
訳
・
表
現
、
挿
絵

　

昭
和
前
期
の
翻
訳
本

　

以
下
に
示
し
た
の
は
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年
ま
で
に
出
版

さ
れ
た
本
で
あ
る（

（（
（

。
①
～
④
は
昭
和
初
期
、
⑤
～
⑩
は
戦
後
間
も
な

い
時
期
の
本
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年

の
日
中
戦
争
時
か
ら
二
〇
年
の
太
平
洋
戦
争
終
結
時
ま
で
の
間
、「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
が
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

④
の
題
名
「
お
菓
子
の
家
」
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
お
菓
子
の

家
の
挿
絵
は
、
④
⑨
を
除
く
す
べ
て
に
あ
り
、
③
⑥
は
カ
ラ
ー
口
絵

で
あ
る
。

　

①
昭
和
二
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

菊
池
寛
訳
『
グ
リ
ム
童
話
集
』
文
芸
春
秋
社

　

②
昭
和
二
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

『
西
遊
記　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ　

グ
リ
ム
童
話
』

金
の
星
家
庭
文
庫
三
、
金
の
星
社

　

③
昭
和
三
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

『
グ
リ
ム
童
話
集
』
金
の
星
児
童
文
庫
五
、
金
の
星
社

　

④
昭
和
八
年　

お
菓
子
の
家

蘆
谷
蘆
村
『
お
母
様
の
お
話
と
子
供
の
教
養
』

日
本
童
話
協
会
出
版
部

　

⑤
昭
和
二
一
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

相
良
守
峯
訳　

武
井
武
雄
絵

『
グ
リ
ム
傑
作
童
話
集
上
』
羽
田
書
店

　

⑥
昭
和
二
三
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

秋
山
淳
訳　

石
井
新
三
郎
絵

『
赤
バ
ラ
白
バ
ラ
グ
リ
ム
童
話
集
』
宝
雲
社

　

⑦
昭
和
二
三
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

金
田
鬼
一
訳　

有
岡
一
郎
絵
『
グ
リ
ム
童
話
上
』

銀
の
鈴
文
庫　

広
島
図
書

　

⑧
昭
和
二
三
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
エ
テ
ル

森
鴎
外
・
森
於
菟
共
訳　

脇
田
和
絵

『
し
あ
は
せ
な
ハ
ン
ス
』
文
芸
春
秋
新
社

　

⑨
昭
和
二
四
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
エ
テ
ル

楠
山
正
雄
訳
『
グ
リ
ム
童
話
名
作
集
』

世
界
お
と
ぎ
文
庫
、
小
峰
書
店

　

⑩
昭
和
二
五
年　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

四
一

木
下
一
二
訳
『
グ
リ
ム
童
話
集　

美
し
い
お
話
の
巻
』

東
京
読
書
会

　

昭
和
前
期
の
お
菓
子
の
家
、
翻
訳
・
表
現

　

昭
和
前
期
の
翻
訳
者
た
ち
は
、
兄
妹
が
森
の
中
で
見
つ
け
た
家
を
、

何
と
表
現
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
グ
リ
ム
本
の
翻
訳
と
、
明
治
・
大
正

時
代
の
翻
訳
を
念
頭
に
置
い
て
、
昭
和
前
期
の
本
文（

（（
（

を
見
て
み
よ
う
。

　

家
は
、
②
③
は
「
見
た
事
も
な
い
奇
妙
な
小
屋
」、
⑦
は
「
な
ん
だ

か
へ
ん
な
う
ち
」
と
あ
る
が
、
明
治
・
大
正
時
代
と
同
様
に
、
美
し

い
・
か
わ
い
ら
し
い
家
と
す
る
。
家
の
材
に
、
桃
の
実
②
③
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
・
せ
ん
べ
い
④
、
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

⑨
は
窓
を
、「
ぴ
か
ぴ
か
す
る
お
砂
糖
」
と
す
る
。
昭
和
時
代
の

人
々
は
こ
れ
を
、
白し

ろ

双ざ
ら

糖と
う

と
イ
メ
ー
ジ
し
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

砂
糖
と
い
え
ば
、
外
国
で
は
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
、
日
本
で
は
上

じ
ょ
う

白は
く

糖と
う

が

一
般
的
だ
が
、
白
双
糖
は
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
や
上
白
糖
と
比
べ
て
結

晶
が
大
き
く
、
高
純
度
で
無
色
透
明
、
光
沢
が
あ
る
の
が
特
徴
。
大

正
一
一
年
に
製
造
が
開
始
さ
れ
、
高
級
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た

砂
糖
で
あ
る
。

⑤�
S21

④�
S8

③
S3

②�
S2

①�
S2

番
号
・
年

表
4

小
さ
な
家

小
さ
な
お
家

き
れ
い
な
お

家 ②
に
同
じ

小
さ
な
小
屋

今
ま
で
に
見

た
事
も
な
い

奇
妙
な
小
屋

一
軒
の
小
さ

な
家

家

パ
ン
で
出
来
て
い
る

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
、

す
っ
か
り
、
お
い
し
い
お

菓
子
で
こ
し
ら
え
て
あ
る

柱
は
ぷ
か
ぷ
か
し
た
パ
ン

軒
に
は
ぴ
か
ぴ
か
す
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
る

②
に
同
じ

す
っ
か
り
パ
ン
で
出
来
て

い
て
、
周
囲
に
は
お
菓
子

が
飾
ら
れ
て
い
る　

階
段

は
桃
の
実
で
出
来
て
い
た

そ
っ
く
り
パ
ン
で
で
き
て

い
る

家
の
様
子

お
菓
子
で
ふ

い
て
あ
る

き
れ
い
な
お

せ
ん
べ
い

お
菓
子
の
瓦

屋
根

ま
っ
白
な
砂
糖

す
き
と
お
っ
た

氷
砂
糖

②
に
同
じ

透
通
っ
た
氷
砂

糖 窓
硝
子
は
み
ん

な
透
き
と
お
っ

た
氷
砂
糖 窓

8 7 6 5
挿
絵
番
号

⑩
S25

⑨�
S24

⑧�
S23

⑦�
S23

⑥�
S23

か
わ
い
ら
し

い
家

か
わ
い
い
小

屋 小
さ
い
美
し

い
家

ち
い
さ
な
家

な
ん
だ
か
へ

ん
な
う
ち

一
軒
の
家

た
い
へ
ん
な

家

パ
ン
で
こ
し
ら
え
て
あ
る

パ
ン
で
で
き
て
い
る

パ
ン
で
築
き
上
げ
て
あ
る

家
ぜ
ん
た
い
が
パ
ン

ま
わ
り
は
パ
ン
で
で
き
て

い
る

お
か
し

お
菓
子
で
葺

い
て
あ
る

菓
子
で
葺
い

て
あ
る

お
菓
子

お
菓
子

白
ざ
と
う

ぴ
か
ぴ
か
す
る

お
砂
糖

硝
子
窓
に
は
氷

砂
糖
が
嵌
め
て

あ
っ
た

白
い
お
さ
と
う

砂
糖
で
い
っ
ぱ

い

12 11 10 9
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二

　

昭
和
時
代
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
翻
訳
・
出
版
と
、

お
菓
子
の
家
の
表
現
に
は
、
砂
糖
と
菓
子
の
現
況
が
関
係
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
戦
中
、
戦
後
は
そ
れ
が
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
一
四
年
の
砂
糖
一
人
当
た
り
の
年
間
消
費
量（

（（
（

は
、
約
一
六
㎏
。

砂
糖
は
国
内
で
自
給
さ
れ
、
庶
民
に
も
一
般
的
な
も
の
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
一
五
年
か
ら
は
消
費
量
が
減
少
す
る
。
一
六
年
、
太

平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
台
湾
で
生
産
さ
れ
た
粗
糖
を
日
本
に
輸

送
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
敗
戦
で
台
湾
を
失
い
、
日
本
の
砂
糖

不
足
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
。
一
六
年
か
ら
の
砂
糖
配
給
制
は

二
七
年
ま
で
続
き
、
二
一
年
の
一
人
当
た
り
の
消
費
量
は
、
約

二
〇
〇
ｇ
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
、
多
く
の
菓
子
店
が
戦
災
を
受
け
、

菓
子
原
料
も
配
給
で
、
菓
子
業
界
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
終

戦
直
後
、
苦
労
し
て
砂
糖
や
小
豆
を
仕
入
れ
、
パ
ン
を
焼
く
な
ど
し

て
辛
う
じ
て
営
業
を
行
な
う
店
は
あ
っ
た
が
、
経
営
が
軌
道
に
乗
っ

た
の
は
、
砂
糖
の
統
制
が
解
除
さ
れ
た
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

以
降
で
あ
っ
た
。
二
七
年
に
は
、
砂
糖
一
人
当
た
り
の
消
費
量
は
、

約
一
〇
㎏
ま
で
回
復
し
た
。

　
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
、
戦
前
に
四
種
（
①
～
④
）
が
出

版
さ
れ
て
い
る
が
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
時
ま
で
は
出

版
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
昭
和
二
一
年
か
ら
二
五
年

の
間
に
六
種
（
⑤
～
⑩
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
七
年
以

降
は
、
グ
リ
ム
童
話
か
ら
単
行
化
さ
れ
て
絵
本
に
な
り
、
続
々
と
出

版
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
戦
後
の
絵
本
の
出
版
が
、
砂
糖
の
統
制
解
除

と
同
時
期
に
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

お
菓
子
の
家
の
挿
絵
―
昭
和
前
期
―

　

①
の
本
文
に

「
一
軒
の
小
さ

な
家
は
、
そ
っ

く
り
パ
ン
で
で

き
て
い
る
。
屋

根
は
お
菓
子
の

瓦
で
、
窓
硝
子
は
み
ん
な
透
き
と
お
っ
た
氷
砂
糖
」
と
あ
る
。
ヘ
ン

ゼ
ル
は
、
パ
ン
が
ど
ん
な
に
お
い
し
い
か
背
伸
び
し
て
屋
根
を
少
し

千
切
っ
て
食
べ
、
グ
レ
ー
テ
ル
は
、
窓
硝
子
に
大
き
な
穴
を
開
け
て

下
に
座
っ
て
食
べ
る
、
と
あ
る
。

　

挿
絵
５
は
、
窓
は
描
か
な
い
も
の
の
、
お
お
よ
そ
本
文
に
沿
っ
て

描
か
れ
て
い
る
。

　

②
の
本
文
に
「
今
ま
で
に
見
た
事
も
な
い
奇
妙
な
小
屋
。
す
っ
か

り
パ
ン
で
出
来
て
い
て
、
周
囲
に
は
お
菓
子
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

【挿絵５】①昭和 2 年、
菊池寛訳『グリム童話
集』文芸春秋社



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

四
三

窓
は
透
通
っ
た
氷
砂
糖
で
出
来
て
い
て
、
階
段
は
桃
の
実
で
出
来
て

い
ま
し
た
」
と
あ
る
。

　

挿
絵
６
で
は
、

屋
根
は
巨
大
な
イ

ギ
リ
ス
パ
ン
。
壁

に
絞
り
出
し
ク

リ
ー
ム
（
ポ
ッ

シ
ュ
絞
り
）。
二

段
階
段
の
端
に
、
桃
を
三
個
描
く
。
兄
妹
に
幼
さ
は
な
く
、
少
年
少

女
風
に
描
か
れ
る
。

　

③
の
カ
ラ
ー

口
絵
の
題
名
に

「
お
菓
子
の
家
」

と
あ
り
、
口
絵

の
説
明
に
「
お

菓
子
の
家
の
戸

が
開
い
て
、
歳
と
っ
た
お
婆
さ
ん
が
現
わ
れ
ま
し
た
」
と
あ
る
。

　

挿
絵
７
は
、
老
婆
に
驚
い
た
兄
妹
が
、
手
に
持
っ
て
い
た
菓
子
を

落
と
す
場
面
を
描
く
。
屋
根
は
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
入
り
の
巨
大
な

白
パ
ン
に
見
え
る
。
グ
レ
ー
テ
ル
が
欠
い
た
窓
ガ
ラ
ス
（
三
枠
の
う

ち
の
真
ん
中
）
が
描
か
れ
る
。
兄
妹
は
、
大
人
び
た
西
洋
の
少
年
少

女
風
に
描
か
れ
る
。

　

⑤
の
絵
は
武
井
武
雄
（
一
八
九
四
―
一
九
八
三
）。
本
文
に
「
小
さ

な
家
は
パ
ン

で
出
来
て
い

て
、
屋
根
は
お

菓
子
で
ふ
い

て
あ
り
ま
し

た
。
窓
は
と
い

う
と
、
ま
っ
白
な
砂
糖
づ
く
り
」
と
あ
る
。

　

家
は
二
階
建
て
。
屋
根
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
、
そ
の
上
に
カ
ッ
プ
ケ
ー

キ
が
乗
る
。
柱
と
煙
突
は
有
平
糖
の
ね
じ
り
棒
飴
。
ヘ
ン
ゼ
ル
は
、

屋
根
に
あ
る
の
と

同
じ
巨
大
な
ビ
ス

ケ
ッ
ト
を
抱
え
て

い
る
。

　

⑥
の
カ
ラ
ー
口

絵
は
、
石
井
新
三

郎
。ド
イ
ツ
の
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ

【挿絵６】②昭和 2 年、
『西遊記 ドン・キホーテ 
グリム童話』金の星社

【挿絵７】③昭和 3 年、
『グリム童話集』金の星
社

【挿絵８】⑤昭和 21 年、
相良守峯訳『グリム傑作
童話集』羽田書店

【挿絵９】⑥昭和 23 年、秋山淳
訳『赤バラ白バラグリム童話集』
宝雲社
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第
六
十
八
輯

四
四

タ
ー
の
絵
を
模
倣
。
本
文
に
、「
た
い
へ
ん
な
家
で
す
。
ま
わ
り
は
パ

ン
で
で
き
て
い
る
し
、
屋
根
は
お
菓
子
、
そ
し
て
窓
は
砂
糖
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
あ
る
。

　

⑦
の
絵
は
有
岡
一
郎

（
一
九
〇
〇
―
六
六
）。
本
文

に
「
ち
い
さ
な
家
、
な
ん
だ

か
へ
ん
な
う
ち
、
家
ぜ
ん
た

い
が
パ
ン
で
、
や
ね
が
お
菓

子
で
、
ま
ど
は
白
い
お
さ
と

う
で
こ
し
ら
え
て
あ
り
ま
し

た
」
と
あ
る
。
家
の
形
と
人

物
の
構
図
は
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
リ
ヒ
タ
ー
の
絵
に
似
る
。

　

⑧
の
絵
は
脇
田
和

（
一
九
〇
八
―

二
〇
〇
五
）。
本
文

に
「
小
さ
い
美
し
い

家
は
、
よ
く
見
る
と

パ
ン
で
築
き
上
げ
て

あ
っ
て
、
屋
根
は
菓

子
で
葺
い
て
あ
り
、
硝
子
窓
に
は
氷
砂
糖
が
嵌
め
て
あ
っ
た
」
と
あ

る
。

　

挿
絵
で
は
、
屋
根
は
二
枚
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
。
正
面
に
、
ね
じ
り
棒

飴
と
フ
ィ
ン
ガ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
描
く
。

　

⑩
の
本
文
に
「
か
わ
い

ら
し
い
家
は
、
パ
ン
で
こ

し
ら
え
て
あ
っ
て
、
屋
根

は
お
か
し
で
し
た
。
ま
ど

は
白
ざ
と
う
で
出
来
て
い

ま
し
た
」
と
あ
る
。

　

挿
絵
12
は
、
人
物
は
描

か
ず
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
主
に
作
っ
た
家
の
み
大
き
く
描
く
。
お
菓
子

の
有
り
様
に
目
が
向
け
ら
れ
て
来
た
こ
と
が
窺
え
る
。

六
、「
お
菓
子
の
家
」
と

　
　

単
行
本
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』

　
「
お
菓
子
の
家
」
と
い
う
語

　

大
正
一
四
年
の
⑦
に
、
家
は
「
み
ん
な
お
菓
子
で
出
来
て
い
る
」

と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
期
に
は
ま
だ
「
お
菓
子
の
家
」
と
い
う
語

【挿絵 10】⑦昭和 23 年、金田鬼一訳
『グリム童話』広島図書

【挿絵 11】⑧昭和 23 年、森
鴎外・於莵共訳『しあはせ
なハンス』文芸春秋新社

【挿絵 12】⑩昭和 25 年、木
下一二訳『グリム童話集　美
しいお話の巻』東京読書会



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

四
五

は
現
わ
れ
て
い
な
い
。

　
「
お
菓
子
の
家
」
の
語
の
初
出
は
、管
見
で
は
、昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
の
③
に
あ
る
口
絵
の
題
名
と
説
明
文
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
五
年
、

西
条
八
十
の
作
詞
曲
名
に
「
お
菓
子
の
家
」
が
あ
り
、「
山
お
く
の
谿

あ
い
に　

き
れ
い
な
お
菓
子
の
家
が
あ
る　

門
の
柱
は
あ
め
ん
ぼ
う    

屋
根
の
瓦
は
チ
ョ
コ
レ
イ
ト　

左
右
の
壁
は
麦
ら
く
が
ん　

ふ
む
敷

石
が
ビ
ス
ケ
ッ
ト　

あ
つ
く
黄
色
い
鎧
戸
も　

お
せ
ば
こ
ぼ
れ
る
カ

ス
テ
イ
ラ　

静
か
に
午
を
し
ら
せ
る
は　

金
平
糖
の
角
時
計
」
と
、

六
種
の
菓
子
で
作
ら
れ
た
「
お
菓
子
の
家
」
が
歌
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

昭
和
八
年
の
④
で
は
、
題
名
が
「
お
菓
子
の
家
」
で
、
本
文
に
、「
家

は
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
、
す
っ
か
り
、
お
い
し
い
お
菓
子
で
こ
し

ら
え
て
あ
る
」
と
あ
る
。

　

神
戸
市
に
洋
菓
子
の
「
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
」「
ユ
ー
ハ
イ
ム
」
が
開
業

し
た
の
は
、
大
正
末
期
。「
モ
ロ
ゾ
フ
」
は
昭
和
六
年
。
日
本
と
外
国

の
菓
子
職
人
が
共
に
働
き
、
職
人
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
デ
ー
、

ク
ッ
キ
ー
作
り
と
パ
ン
焼
き
が
で
き
て
一
人
前
と
見
な
さ
れ
た
た
め
、

洋
菓
子
店
で
は
こ
れ
ら
全
部
を
品
揃
え
し
て
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
森
永
製

菓
は
昭
和
三
年
に
、
全
国
の
小
売
店
で
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ド
ロ
ッ
プ
ス
を
販
売
し
て
い
た（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
洋
菓
子
の
現
況
が
背
景
に
あ
っ
て
、
大
正
末
期
の
⑦

で
、
家
が
す
べ
て
お
菓
子
で
で
き
て
い
る
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
昭
和
三
年
の
③
の
口
絵
に
「
お
菓
子
の
家
」
と
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
初
期
に
「
お
菓
子
の
家
」
と
い
う
語
が
誕

生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
グ
リ
ム
本
の
「
パ
ン
で
で
き
た
家
」
を
、
日

本
で
「
お
菓
子
の
家
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
初

期
か
ら
と
言
え
る
。

　

単
行
本
に
な
っ
た
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』

　

本
屋
の
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
に
、
絵
本
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』

が
並
ん
で
い
る
。「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
、
グ
リ
ム
童
話

（
全
二
一
〇
話
）
の
一
五
番
目
の
話
で
あ
る
。
こ
の
話
が
、
一
九
五
〇

年
代
に
グ
リ
ム
童
話
か
ら
単
行
化
さ
れ
て
絵
本
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
管
見
で
の
初
出
絵
本
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
、

飯
沢
匡
・
文
、
川
本
喜
八
郎
・
人
形
、
土
方
重
巳
・
絵
『
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
』（
ス
ト
リ
ー
ト
ブ
ッ
ク
３
、
ト
ッ
パ
ン
）
で
あ
る（

（（
（

。

　

菓
子
業
界
を
ふ
り
返
る
と
、
前
年
の
二
七
年
に
、
小
麦
や
砂
糖
の

統
制
が
廃
止
さ
れ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
カ
カ
オ
バ
タ
ー
の
輸
入

が
自
由
化
さ
れ
、
業
界
に
活
気
が
戻
り
始
め
た
頃
に
あ
た
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
種
の
絵
本
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』

が
出
版
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
〇
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
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第
六
十
八
輯

四
六

で
を
調
査
し
、
結
果
を
年
代
ご
と
に
示
そ
う
。
一
九
五
〇
年
か
ら

二
〇
一
七
年
ま
で
は
『
出
版
年
鑑
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
）、
二
〇
一
七

年
以
降
は
『
本
の
年
鑑
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
）
に
拠
っ
て
調
査
し

た
。

　
　

一
九
五
〇
年
代　

一
四
種　
　
　

一
九
六
〇
年
代　

一
六
種

　
　

一
九
七
〇
年
代　
　

五
種　
　
　

一
九
八
〇
年
代　
　

六
種

　
　

一
九
九
〇
年
代　

一
〇
種　
　
　

二
〇
〇
〇
年
代　

一
〇
種

　
　

二
〇
一
〇
年
代　
　

八
種

　
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
は
、
一
九
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
に

多
く
出
版
さ
れ
た
。
五
〇
年
代
の
一
四
種
の
う
ち
一
二
種
は
新
刊
本
、

二
種
は
重
版
本
。
六
〇
年
代
の
一
六
種
の
う
ち
一
一
種
は
新
刊
本
、

五
種
が
重
版
本
で
あ
る
。
ま
た
、
九
〇
年
代
と
二
〇
〇
〇
年
代
に
再

び
多
く
出
版
さ
れ
、
各
々
一
〇
種
は
新
刊
本
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
は
高
度
経
済
成
長
期
で
、
洋
菓
子
ブ
ー
ム
が

訪
れ
た
。
六
〇
年
代
に
、
日
本
の
菓
子
職
人
が
技
術
研
修
の
た
め
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
赴
き
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
職
人
を
日
本
へ
招
い
て
、
日

本
に
本
場
の
味
・
技
術
・
菓
子
文
化
が
広
が
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代

以
降
の
絵
本
の
表
紙
絵
を
通
覧
す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
お
菓
子

の
家
を
描
い
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
、『
日
本
書
籍
総
目
録
』（
国
内
で
発
行
さ
れ
、
購
入
が
可
能

な
本
の
書
名
、
著
者
名
、
発
行
所
を
記
し
た
目
録
。
一
九
七
七
年
か

ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
毎
年
出
版
さ
れ
た
）
を
調
べ
る
と
、
該
当
年
に

購
入
で
き
た
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
が
何
種
類
あ
っ
た
か
が

判
明
す
る
。
目
録
に
拠
り
一
九
七
七
年
か
ら
調
査
し
、
八
〇
年
、

八
五
年
と
五
年
刻
み
に
調
べ
、
以
下
の
結
果
を
得
た
。

　
　

一
九
七
七
年　
　

九
種

　
　

一
九
八
〇
年　

一
四
種　
　
　

一
九
八
五
年　

二
一
種

　
　

一
九
九
〇
年　

三
〇
種　
　
　

一
九
九
五
年　

二
九
種

　
　

二
〇
〇
〇
年　

二
六
種

　

購
入
可
能
な
本
は
、
一
九
七
七
年
は
九
種
だ
が
、
次
第
に
増
え
、

九
〇
年
に
は
三
〇
種
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
の
分
類
を
調
べ

る
と
、
一
九
七
七
年
と
八
〇
年
は
、
新
潮
文
庫
本
を
除
け
ば
、
幼
児
・

小
学
生
向
け
絵
本
で
あ
る
。
八
五
年
に
は
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
』
の
海
外
の
絵
本
が
翻
訳
さ
れ
、
ま
た
英
語
教
材
本
が
作
ら
れ
、

読
者
に
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
・
高
生
が
取
り
込
ま
れ
た
様
子
が
窺

え
る
。
九
〇
年
、
九
五
年
に
な
る
と
、『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

四
七

の
海
外
の
ピ
ア
ノ
用
絵
本
が
翻
訳
さ
れ
、
日
本
で
も
幼
児
か
ら
中
学

生
向
け
の
ピ
ア
ノ
連
弾
用
の
楽
譜
本
が
作
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
本
も
販
売
さ
れ
て
い
た
。

　

現
在
の
状
況
は
、「
Ｈ
о
ｎ
ｙ
ａ　

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ　

ホ
ン
ヤ
ク
ラ
ブ
」

で
調
査
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
注
文
し
て
書
店
ま
た
は
宅
配
で
購
入

可
能
な
本
が
一
覧
で
き
る
、
日
本
出
版
販
売
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
書
店
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
二
二
年
現
在
、『
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
名
を
冠
し
た
二
六
種
の
本
が
購
入
で
き
、
そ

れ
ら
は
ほ
ぼ
絵
本
で
あ
る
。
絵
本
人
気
が
窺
え
る
と
と
も
に
、「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
話
は
、
絵
本
を
通
じ
て
知
る
機
会
が
多
い
こ

と
が
表
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
後
期
、
日
本
で
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
翻
訳
が
始

ま
っ
た
。
初
め
て
の
翻
訳
者
は
森
於
菟
で
、
明
治
三
五
年
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
、
お
菓
子
の
家
の
場
面
は
、
明
治
四
四
年
に
初
め
て
描
か

れ
た
が
、
家
は
お
菓
子
で
で
き
て
は
い
な
か
っ
た
（
挿
絵
１
）。
お
菓

子
の
家
は
、
大
正
三
年
に
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ
タ
ー
の
絵
が
用

い
ら
れ
（
挿
絵
２
）、
大
正
五
年
に
岡
本
帰
一
に
よ
っ
て
初
め
て
描
か

れ
た
（
挿
絵
３
）。

　

明
治
か
ら
大
正
時
代
の
日
本
は
、
近
代
化
が
進
み
、
住
宅
に
西
洋

化
が
浸
透
し
始
め
、
洋
菓
子
の
製
造
技
術
が
導
入
さ
れ
て
洋
菓
子
店

が
出
現
し
た
時
期
で
あ
る
。

　

昭
和
初
期
、
グ
リ
ム
本
の
「
パ
ン
で
作
ら
れ
た
家
」
は
、
日
本
で

「
お
菓
子
の
家
」
へ
と
変
化
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
、

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
グ
リ
ム
童
話
か
ら
単
行
化
さ
れ
て
絵

本
に
な
り
、
以
来
、
様
々
な
お
菓
子
の
家
が
描
か
れ
て
き
た
。
こ
れ

は
、
日
本
が
戦
後
の
混
乱
を
経
て
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
、
生
活
が

豊
か
に
な
り
様
々
な
お
菓
子
が
誕
生
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

お
菓
子
の
家
の
場
面
の
翻
訳
と
絵
画
化
は
、
グ
リ
ム
本
に
沿
っ
て

忠
実
に
行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
。
当
初
か
ら
、
グ
リ
ム
本
に

は
な
い
家
材
（
菓
子
・
氷
砂
糖
・
せ
ん
べ
い
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

が
登
場
し
て
い
る
。
お
菓
子
の
家
の
場
面
は
、
グ
リ
ム
本
を
超
え
て

日
本
で
独
自
に
展
開
し
た
と
言
え
、
こ
こ
に
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ

文
学
の
享
受
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
五
〇
年
代
以
降
を
詳
述
で
き
な
い
が
、
表
現
さ

れ
た
家
の
外
観
や
装
飾
な
ど
に
、
日
本
の
住
宅
と
菓
子
事
情
が
投
影

し
て
い
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
家
は
、
食
べ
物
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
同
様
に
流
行
が
あ
り
、
時
代
や
家
族
形
態
の
変
化
に
よ
っ
て
変
遷
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す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
〇
、六
〇
年
代
は
、
戦
後
の
住
宅
不
足
緩

和
策
と
し
て
集
合
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
庭
付
き
一
戸
建
て
が
憧
れ
の

対
象
と
な
り
、
七
〇
年
代
は
子
ど
も
部
屋
確
保
の
た
め
二
階
建
て
の

家
が
建
て
ら
れ
た
。
八
〇
年
代
に
は
ア
ー
リ
ー
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ

ル
、
九
〇
年
代
に
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
が
好
ま
れ
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
南
欧
・
北
欧
・
モ
ダ
ン
ス
タ
イ
ル
な
ど

の
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷

が
、
お
菓
子
の
家
に
も
投
影
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
日
本
と
世
界
各
国
で
描
か
れ
た
お
菓
子
の
家
を
比
較
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
レ
フ
ラ
ー

（
一
八
六
三
～
一
九
一
九
）、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
サ
ー
・
ラ
ッ
カ
ム

（
一
八
六
七
―
一
九
三
九
）、
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ツ
（
一
九
四
二

―
）、
デ
ン
マ
ー
ク
の
カ
イ
・
ニ
ー
ル
セ
ン
（
一
八
八
六
―

一
九
五
七
）、
チ
ェ
コ
の
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
ク
バ
シ
ュ
タ
（
一
九
一
四

―
九
二
）、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
（
一
九
四
二
―

二
〇
二
〇
）
ら
は
、
お
菓
子
の
家
を
描
い
て
い
る
。
日
本
人
が
描
い

た
絵
と
の
違
い
が
明
ら
か
で
、
こ
の
違
い
に
、
各
国
の
「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
享
受
や
菓
子
文
化
が
表
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
が
お
菓
子
の
家
を
見
つ
け
た
時
の
様
子

や
、
お
菓
子
の
食
べ
方
に
も
注
意
し
て
明
治
以
降
の
本
文
の
変
遷
を

追
え
ば
、
各
年
代
の
子
ど
も
像
や
、
食
の
現
実
ま
で
も
が
浮
上
す
る

と
考
え
る
。

　

今
、
あ
ら
ゆ
る
食
品
が
溢
れ
、
人
々
の
嗜
好
が
多
様
化
し
て
い
る
。

お
菓
子
の
家
は
洋
菓
子
で
作
ら
れ
て
い
る
。
洋
菓
子
は
、
ク
リ
ー
ム
・

バ
タ
ー
・
卵
な
ど
の
動
物
性
材
料
が
主
で
、
食
物
繊
維
が
少
な
く
高

カ
ロ
リ
ー
と
さ
れ
る
。
砂
糖
や
菓
子
の
摂
取
弊
害
も
叫
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
お
菓
子
の
家
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
ゆ

く
の
か
、
今
後
の
変
遷
を
見
つ
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

注
（
1
）	

こ
れ
ら
は
、
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
の
後
日
談
を
大
胆
な
発
想

で
描
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ホ
ラ
ー
映
画
で
あ
る
。

（
2
）	

こ
の
本
は
、
一
九
六
三
年
の
ハ
ン
ス
・
ト
ラ
ク
ス
ラ
ー
『
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
の
真
相
』
を
、
二
〇
一
二
年
に
矢
羽
々
崇
・
た
か
お
ま

ゆ
み
が
翻
訳
し
た
も
の
。「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
話
を
史
料
と

発
掘
か
ら
史
実
と
裏
付
け
た
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
。

（
3
）	

お
菓
子
の
家
作
り
を
数
例
挙
げ
る
と
、
二
〇
一
六
年
に
中
丸
雄
一
が

作
り
（
日
本
テ
レ
ビ
「
シ
ュ
ー
イ
チ
」）、
二
〇
二
一
年
に
ホ
テ
ル
メ
ル

パ
ル
ク
長
野
が
お
菓
子
と
パ
ン
で
作
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

函
館
店
で
は
女
性
た
ち
が
駄
菓
子
で
作
り
、
大
分
市
の
祝
祭
広
場
で
は



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

四
九

学
生
た
ち
が
市
販
菓
子
を
用
い
て
作
っ
た
。

（
4
）	
森
永
、
ブ
ル
ボ
ン
、
ロ
ッ
テ
は
、
各
々
「
お
か
し
な
お
か
し
の
家
て

づ
く
り
キ
ッ
ト
」「
プ
チ
ク
マ
の
お
菓
子
の
お
う
ち
」「
コ
ア
ラ
の
マ
ー

チ
お
か
し
ハ
ウ
ス
」
を
販
売
。
ロ
イ
ズ
は
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
家
」、

無
印
良
品
は
自
分
で
作
っ
て
組
み
立
て
る
「
ヘ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ス
」。
イ

ケ
ア
、
フ
ラ
イ
ン
グ
タ
イ
ガ
ー
、
カ
ル
デ
ィ
は
「
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ

ド
ハ
ウ
ス
」
な
ど
数
種
を
販
売
。

（
5
）	

ア
ン
テ
ノ
ー
ル
は
「
サ
ン
タ
の
お
菓
子
の
家
」
を
販
売
。

（
6
）	

稿
者
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
カ
タ
ロ
グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
収

集
。
通
覧
す
る
と
、
装
飾
品
（
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
小
人
、
ト
ナ
カ

イ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
モ
ミ
の
木
、
斧
、
雪
の
結
晶
、
イ
チ
ゴ
な
ど
）
に
、

年
代
や
年
ご
と
の
特
徴
や
流
行
が
見
ら
れ
る
。

（
7
）	

本
学
深
草
図
書
館
で
は
、
二
〇
一
二
年
と
一
三
年
に
、
グ
リ
ム
資
料

展
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
山
淳
子
（
本
学
名
誉
教
授
）
の
『
グ
リ

ム
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
明
治
期
教
育
学
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）

が
出
版
さ
れ
た
。

（
8
）	

な
お
、
水
野
信
太
郎
「
グ
リ
ム
童
話
お
菓
子
の
家
具
体
像
の
究
明
」

（
北
翔
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
、
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。

（
9
）	

寺
村
輝
夫
・
文
、
永
井
郁
子
・
絵
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
世

界
名
作
お
は
な
し
絵
本
、
小
学
館

（
10
）	

い
も
と
よ
う
こ
文
・
絵
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
金
の
星
社

（
11
）	

マ
カ
ロ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
菓
子
。
初
め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ

た
の
は
一
九
七
四
年
。
雑
誌
『
ノ
ン
ノ
』
の
パ
リ
の
お
菓
子
屋
さ
ん
特

集
で
、「
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
」
の
マ
カ
ロ
ン
（
ピ
ン
ク
、
黄
色
、
白
色
）
が

「
日
本
の
最
中
み
た
い
な
ケ
ー
キ
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
最
中
で
す
」
と
紹

介
さ
れ
た
。
一
九
八
二
年
に
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
が
東
京
自
由
が
丘
に
開
店
。

二
〇
〇
八
年
に
は
「
ラ
デ
ュ
レ
」
の
日
本
一
号
店
が
銀
座
に
オ
ー
プ

ン
。
二
〇
〇
九
年
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
銭
ゲ
バ
」
で
マ
カ
ロ
ン
タ
ワ
ー

（
マ
カ
ロ
ン
を
大
量
に
積
み
上
げ
、
富
裕
者
の
食
べ
物
と
し
た
）
が
作

ら
れ
、
こ
れ
を
機
に
日
本
で
マ
カ
ロ
ン
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

（
12
）	

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
こ
の
ド
ル
ト
ヒ
ェ
ン
（
一
七
九
三
―

一
八
六
七
）
と
結
婚
し
た
。「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
話
は
、

一
八
一
二
年
の
第
一
巻
初
版
本
に
収
め
て
い
た
が
、
翌
年
、
ド
ル
ト

ヒ
ェ
ン
が
よ
り
良
い
形
で
話
を
語
っ
た
の
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
初
版

本
を
書
き
変
え
、
現
在
知
ら
れ
る
話
と
な
っ
た
。

（
13
）	

グ
リ
ム
童
話
の
挿
絵
は
、
高
木
昌
史
『
グ
リ
ム
童
話
を
読
む
事
典
』

（
三
交
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
下
宮
忠
雄
『
グ
リ
ム
童
話
・
伝
説
・
伝

記
・
神
話
・
文
法
小
辞
典
』（
同
学
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
14
）	

こ
の
絵
は
、
高
橋
健
二
『
グ
リ
ム
童
話
全
集
1
』（
小
学
館
、

一
九
七
六
年
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

（
15
）	

エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
ラ
イ
ド
ル
フ
は
ス
イ
ス
生
ま
れ
だ
が
、
絵
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
美
術
工
芸
学
校
と
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
た
め
こ
こ

に
挙
げ
た
。
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（
16
）	

久
保
華
誉
『
日
本
に
お
け
る
外
国
昔
話
の
受
容
と
変
容　

和
製
グ
リ

ム
の
世
界
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
大
野
寿
子
編
『
カ
ラ
ー

図
説
グ
リ
ム
へ
の
扉
』
所
収
「
明
治
期
に
お
け
る
グ
リ
ム
童
話
の
翻
訳

と
受
容
」（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
17
）	

順
に
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
美
和
子
『
初
版
以
前
グ
リ
ム
・
メ
ル
ヘ
ン

集
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
一
年
）、
𠮷
原
高
志
・
吉
原
素
子
『
初
版
グ

リ
ム
童
話
集
』（
白
水
社
、
一
九
九
八
年
）、
小
澤
俊
夫
『
完
訳
グ
リ
ム

童
話
1
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
五
年
）、
野
村
泫
『
決
定
版　

完
訳

グ
リ
ム
童
話
集
1
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
）
に
拠
っ
た
。

（
18
）	

野
村
泫
の
他
に
、
第
七
版
を
翻
訳
し
た
金
田
鬼
一
は
、
屋
根
を
「
卵

や
き
の
お
菓
子
」（
完
訳
グ
リ
ム
童
話
集
1
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九

年
）、
高
橋
健
二
は
「
お
か
し
で
で
き
て
い
る
」（
完
訳
グ
リ
ム
童
話
集

1
、
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）
と
訳
し
て
い
る
。

（
19
）	

川
戸
道
昭
な
ど
編
『
明
治
期
グ
リ
ム
童
話
翻
訳
集
成
』（
ナ
ダ
出
版

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）、
同
『
日
本
に
お
け
る
グ
リ
ム
童
話
翻
訳

書
誌
』（
同
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
児
童
文
学
翻
訳
作
品
総
覧
』（
同
、

二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
20
）	

昭
和
二
七
年
の
中
島
孤
島
の
翻
訳
本
（『
グ
リ
ム
童
話
』
冨
山
房
）

で
も
、
グ
レ
ー
テ
ル
の
名
は
グ
レ
テ
ル
と
あ
る
。

（
21
）	

①
～
③
は
、
川
戸
道
昭
な
ど
編
『
明
治
期
グ
リ
ム
童
話
翻
訳
集
成
』

（
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）、
④
～
⑥
は
、
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
拠
る
。

（
22
）	

チ
ー
ズ
は
、『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）
の

「
チ
ー
ズ
」
の
項
、
鴇
田
文
三
郎
『
チ
ー
ズ
の
き
た
道
』（
講
談
社
学
術

文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
23
）	

山
本
紀
夫
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
き
た
道　

文
明
・
飢
饉
・
戦
争
』（
岩

波
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）、
舟
田
詠
子
『
パ
ン
の
文
化
史
』（
講
談
社
学

術
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
24
）	

な
お
こ
の
パ
ン
屋
は
、「
ウ
チ
キ
パ
ン
」
と
名
を
変
え
て
現
在
も
横

浜
元
町
で
パ
ン
を
焼
い
て
い
る
。

（
25
）	

大
山
真
人
『
銀
座
木
村
屋
あ
ん
パ
ン
物
語
』（
平
凡
社
新
書
、

二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
26
）	

注
（
19
）
に
同
じ
。

（
27
）	

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
拠
る
。

（
28
）	

平
沢
正
夫
『
砂
糖
』（
平
凡
社
カ
ラ
ー
新
書
、
一
九
八
〇
年
）、
新
光

製
糖
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会
『
新
光
製
糖
五
〇
年
の
歩
み 

砂
糖
・

氷
砂
糖
の
歴
史
』（
日
経
事
業
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
伊
藤
汎
監
修

『
砂
糖
の
文
化
誌
―
日
本
人
と
砂
糖
―
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、

日
高
秀
昌
な
ど
編
『
砂
糖
の
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

な
ど
参
照
。

（
29
）	

ガ
ラ
ス
は
、
由
水
常
雄
『
ガ
ラ
ス
の
話
』（
新
潮
社
、
一
九
八
三
年
）、

『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）
の
「
ガ
ラ
ス
工
業
」

の
項
な
ど
参
照
。

（
30
）	
注
（
19
）
に
同
じ
。



グ
リ
ム
童
話
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
お
菓
子
の
家　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
と
絵
の
変
遷

五
一

（
31
）	

①
は
架
蔵
本
、
②
～
⑩
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
拠
る
。

（
32
）	
砂
糖
一
人
当
た
り
の
消
費
量
は
、
金
井
道
夫
「
わ
が
国
砂
糖
消
費
の

特
徴
」（
農
林
水
産
省
農
業
総
合
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）
に
拠
る
。

（
33
）	

村
上
和
子
『
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
洋
菓
子
物
語
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
34
）	

『
特
別
展
「
森
永
の
お
菓
子
箱
エ
ン
ゼ
ル
か
ら
の
贈
り
物
」』（
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
三
年
に
森
永

商
店
（
森
永
製
菓
の
前
身
）
と
不
二
家
、
大
正
五
年
に
東
京
菓
子
（
明

治
製
菓
の
前
身
）、
同
一
〇
年
に
江
崎
商
店
（
江
崎
グ
リ
コ
の
前
身
）、

同
一
三
年
に
北
日
本
製
菓
（
ブ
ル
ボ
ン
の
前
身
）
が
創
業
し
て
い
る
。

（
35
）	

ド
イ
ツ
文
学
の
児
童
書
（
小
学
生
向
け
）
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
本
は
人
形
劇
絵
本
で
、
第
一
回
産
経
児
童
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

（
36
）	

表
紙
に
、
お
菓
子
の
家
を
描
い
て
い
な
い
絵
本
を
挙
げ
る
と
、
講
談

社
の
絵
本
（
松
田
穣
絵
・
一
九
五
六
年
、
高
畠
華
宵
絵
・
一
九
五
七

年
、
柳
柊
二
絵
・
一
九
七
九
年
）、
た
か
や
ま
ひ
ろ
し
絵
（
い
ず
み
書

店
、
一
九
七
四
年
）、
佐
々
木
マ
キ
絵
（
福
音
館
書
店
、
一
九
九
三
年
）

な
ど
少
な
い
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


